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令和２年度 分科会間の連携状況について（報告） 
 

 

 

 平成 30年度に実施した現地審査において、審査員より今後の課題として指摘のあった、分科会同

士が連携した取組の実施状況を報告します。 

 

 

１ セーフコミュニティ連絡帳 

 

主体 こども安全対策分科会 

概要 一般的な内容に加え、こども安全対策分

科会で普及に取り組むＫＹＴ（危険予知

トレーニング）のイラストや、セーフコ

ミュニティの取組分野に関連した子ども

向けのコラムを掲載した連絡帳を制作 
 

配布対象者：区内市立小学校の生徒全員 

配布時期：令和３年４月 

連携先 全ての分科会 

連携した内容 コラムの記事を各分科会から提供 

 

 

 

 

２ 栄防災ノート 

 

主体 災害安全対策分科会 

概要 防災に役立つ情報の他、利用者が自ら

書き込んでいくことで、備蓄や家具の

固定、避難場所の確認等災害時の備え

ができる冊子を制作し配布を開始 
 

配布対象者：広く一般区民 

配布方法：地域防災拠点で配布、区内

各所に配架 等 

連携先 高齢者安全対策分科会 

連携した内容 主な対象を高齢者に設定していること

から、高齢者が読みやすい記事内容や

レイアウトになるよう助言を受ける。 
 

 

 

 

 

令 和 ３ 年 ３ 月 1 2 日 

傷害サーベイランス分科会 

栄 区 役 所 

資 料 １ 

↑各頁の下部に異なる記事が載っています 
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令和２年度 セーフコミュニティアンケート集計結果について 

 
 

令和２年 11 月に実施した栄区セーフコミュニティアンケート調査について、集計結果がま

とまりましたので概要をお知らせします。詳細については報告書をご覧ください。 

 

 

１ 調査の概要 
    

■調査対象：栄区内に居住する 20歳以上の方 1,500人（住民基本台帳からの無作為抽出） 

■調査期間：令和２年 11月４日（水）～ 25日（水） 

■調査方法：郵送配布・郵送回収  ■回答数：755（回答率 50.3％） 

■報告書：栄区ＨＰに掲載しています。（「栄区 セーフコミュニティアンケート」で検索） 

     https://www.city.yokohama.lg.jp/sakae/kusei/tokei/chosa/scanke-to.html 

 

２ 集計結果概要 
 

（１）セーフコミュニティの認知度 

「活動に参加したことがある」、「活動について知っている」、「言葉を知っている・きいた

ことがある」という回答を合計した 認知度は 37.6％でした。昨年度の栄区民意識調査の

37.9％との差は 0.3ポイントで、ほぼ横ばいという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（参考：認知度の推移） 
 

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ 

11.3％ 21.9％ 19.9％ 40.9％ 38.1％ 34.8％ 37.9％ 37.6％ 

 

（２-１）「安全・安心なまち」だという実感  
栄区が安全・安心なまちだと感じるかどうかについて「そう感じる」、「どちらかといえば

感じる」と回答した方の合計は 90.2％となり、昨年度の栄区民意識調査の 84.6％を 5.6ポイ

ント上回る結果となりました。 
 

  

   

 

令 和 ３ 年 ３ 月 1 2 日 

傷害サーベイランス分科会 

栄 区 役 所 

 

 

栄区が安全・安心なまちだと感じるか 
 

そう感じる 

どちらかといえば感じる 

どちらかといえば感じない 

感じない 

無回答 

 

84.6% 

セーフコミュニティについて 
 

活動に参加したことがある 

活動について知っている 

言葉を知っている・きいたことがある 

全く知らない 

無回答 

37.6% 

37.9% 

90.2% 

資 料 ２ 
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（２-２）認知度と「安全・安心なまち」だという実感との相関  

「セーフコミュニティについて全く知らない」方よりも、何らかの形でセーフコミュニテ

ィを知っている方の方が、栄区は安全・安心なまちだと感じている割合が高い という結果に

なりました。 
 
 

 

 

 

（３）身のまわりの心配なこと  

最も多かったのは「病気や健康のこと」で、約６割の方が心配なこととして挙げました。 

その他には、約半分に当たる 48.2％の方が「自然災害のこと」、約４分の１の方が「経済

的なこと」「運動する機会が減っていること」「犯罪のこと」が心配であると回答しました。 
 
 

 

 

 

  

栄区が安全・安心なまちだと感じるか 

感じる（そう感じる＋どちらかといえば感じる）      感じない（どちらかといえば感じない＋感じない）       無回答 

近頃、自身や身のまわりのことで特に心配なこと （複数回答）  
 

 

病気や健康のこと（主に身体的なこと） 

自然災害のこと 

経済的なこと 

運動する機会が減っていること 

犯罪のこと 

子どもの健康・安全や保育・教育のこと 

交通事故のこと 

こころの健康のこと 

無回答 

0％     20％     40％     60％      100％ 
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（４）地域で取り組むべき、安全・安心に関わる地域活動  

「防災・減災や災害時への備え」（49.9％）、「高齢者や障害者などへの手助けや見守り、介

護をしている人への支援 」（47.5％）、「防犯」（46.8％）を約半数の方が挙げました。 
 

 

 

（５）参加したいセーフコミュニティの取組  

「運動不足解消のためのウオーキング」（33.2％）が最も多く、次いで「高齢者への転倒

予防講座 」（24.8％）、「地域防災拠点等での実践的な訓練」（20.9％）の順に参加意向が高い

という結果になりました。 
 

 

 

今後参加したいセーフコミュニティの取組 
 

 

防災・減災や災害時への備え 

高齢者や障害者などへの手助けや見守り、介護をしている人への支援 

防犯 

住民同士の交流や助け合いの促進 

子どもの見守りや子育て中の人への支援 

交通安全 

スポーツや健康づくりなどを楽しむ場やイベントの開催など 

子どもを事故やけがから守るための安全対策 

青少年の居場所づくりや健全育成 

その他 

特にない 

無回答 

 

0％        20％         40％       100％ 

 

住民による安全･安心に関わる活動で、住んでいる地域で取り組むべきだと思う課題 （複数回答） 

0％      20％      40％      60％        100％ 
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